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助成事業名  地域の伝統芸能和太鼓の継承と地元愛の育成事業 （まちづくり助成 2年目：各務原太鼓保存会） 

事 業 概 要  日本の伝統芸能である和太鼓の文化を絶やさないよう、和太鼓の普及活動を行う。若い方も興味を持てるような

エンターテイメント性のある新しい曲を市民の皆様と作り上げる。 

実 施 内 容   
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事 業 成 果   

●和太鼓に触れる機会のない子供達が、和太鼓に興味を持つきっかけを作る事ができた。 

●体験会ではなく作曲のワークショップにして、何度も参加頂いた事で、一時的な興味ではなく、またやりたいと思ってもら 

える事業にできたと感じている。 

●自分達が作曲に携わった曲を聴いてもらったことで、参加した子供達だけではなく、保護者の方からも、「和太鼓を身近に感じた」 

とコメントを頂いた。 

●市内の和太鼓団体の方と繋がり、和太鼓に興味を持った子供達の受け皿を広くご紹介する事が出来るようになった。 

●各務原太鼓保存会の活動が、市内の伝統行事を保存している団体の方々の活動に直接的に関わる事が出来るようになった。 

 
収 支 報 告 事業費総額 377,550円 / 助成金交付確定額 110,000円 
 
助成経費内容 練習会場費、太鼓の皮の張替え 

３．太鼓メンテナンス 

「あかり」の編曲時、新たに締獅子のパートを追加し、締太鼓の

数を増やして音量のバランスを取ることとなり、穴の開いた締

獅子太鼓、締太鼓の皮の張替えを行った。 

２．市内太鼓団体の紹介 
 

●市内の他太鼓団体の方と繋がりを得て、各務原市内の太鼓団

体についての情報を記載したチラシを作成した。 

●体験会などに参加した子ども達にチラシを配布し、和太鼓に

興味を持った子供達が自分の条件に合った環境で、和太鼓に触

れられるように取り組んだ。 

１．「あかり」編曲・練習・披露 

令和 5 年度、市民の方と作曲した曲“あかり”を編曲し、会員

で練習をして、地域の祭りなどで披露した。演奏の場には、昨

年度作曲のワークショップに参加してくださったご家族もご招

待をした。 

 

編曲・練習： 5/11・12・19・25・26 

6/1・2・9・22・23・29・30 

7/6・7 、9/7・8  

披露： 7/28 かわしま燦々夏まつり（参加者 14人+観覧者） 

9/14 ろっけん通り歩行者天国（参加者 45人+観覧者） 


